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令和６年６月通常会議

施設常任委員会報告事項

大津港周辺のにぎわい創出に向けた
検討業務結果について

令和６年６月２４日

都市計画部都市魅力創造課

施設常任委員会 都市計画部資料
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１ 大津港周辺の現状と課題

大津港竣工から３0年以上が経過し、市民の日常的な

利用や観光利用は定着している。しかし、利用者には偏

りが見られることや利用や体験の内容などに多様性がな

いこと、また、社会情勢の変化などにより、大津港周辺

に求められる機能が変化してきていることなどから、さ

らなる魅力の向上を図っていくことが求められている。

① 一部の市民においては日常的な利用として定着

② 使用制限があり、利用や体験に多様性が乏しい

③ 民間の力が活かせていない

④ 大津港の活性化、にぎわいの創出が乏しい

大津港竣工から約30年以上が経過

社会情勢の変化
ニーズの多様化
施設の老朽化など

現状と課題

修景緑地等
【県管理】

なぎさ公園
【市管理】
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２ 大津港周辺のにぎわい創出に向けた検討業務について
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令和５年度社会実験の目的等

（１）業務名称

 「大津港周辺のにぎわい創出に向けた検討業務」

（２）目的

時代の変化とともに市民の求める「にぎわい」や「暮らし」は多様化しており、大津

港に求められる機能も竣工当時と比べて変化している。このことから、大津港周辺のあ

るべき姿・望ましい姿とは何かを検証するため、修景緑地等において社会実験を実施し、

大津港周辺のあり方や課題について整理を行ったもの

（３）業務内容 

・大津港周辺のあり方や課題を検証するための社会実験の実施

・大津港周辺の恒常的なにぎわいの創出のイメージや方向性などの検討
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３  業務概要
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令和５年度社会実験の概要

（１）実施日時

2023年９月９日(土)～11月19日(日)

※設営：8月21日(月)～9月8日(金)

※撤去：11月13日(月)～11月26日(日)

（２）実施場所

修景緑地（大津港公共港湾施設）周辺
エリア

※右図赤枠部分
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３ 業務概要
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スクールプログラム

①yoga arum
■日程：
10月24日(火)
10月25日(水)
11月1日(水)
■時間：
①10:00～11:00
②11:00～12:00

②poppilates
■日程：10月26日(木)
■時間：19:00～19:45

③SYCYOGA
■日程：
10月17日(火)
10月31日(火)
■時間：9:00～10:00

④大津市役所ヨガ部
■日程：11月2日(木)
■時間：18:30～

プログラム一覧 実施イベント ２４事業
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３  業務概要
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プログラム実施状況
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４  実施結果 《 集客効果 》

【①集客効果】
・来場者アンケートや企画実施者アンケートにより測定

• 来場者アンケートの結果、普段大津港を利用しない方々が、社会実験
の実施により大津港エリアに訪れており、新たな利用者を大津港エリ
アに呼び込むことができた。

本社会実験だけでなく、これまでのイベント等の実績なども踏まえる
と、大津港エリアの集客ポテンシャルが高いことが分かった。

参加者：大規模イベント
2,000人～15,000人
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４  実施結果 《 周辺施設等への波及効果 》

【②周辺施設等への波及効果】
・各施設への波及効果を売上やアンケートにより測定

• 周辺施設のヒアリングの結果、隣接する商業施設においては、コロナ
以前の月売上と比較して、月40％以上増加した店舗があった。

大津港周辺でのにぎわい創出が、隣接する商業施設等への売上増加
に寄与することが分かった。

• 近隣の駐車場オーナーへのヒアリングの結果、近隣駐車場の利用が増
加したことに伴い、1日最大料金（660円/日【土日祝】）が撤廃され
た。（期間中：10/21～11/5）

大津港周辺でのにぎわい創出が、近隣駐車場の利用増加につながる
ことが分かった。

浜大津アーカス 各テナント売上動向

2019年（コロナ前）比較

2023年度売上 9月 10月 11月

ロッテリア 116.1% 122.8% 111.1%

湖の駅 76.3% 142.8% 122.6%

Pダイニング 99.6% 112.7% 101.3%

ラウンドワン 94.5% 124.6% 116.5%

平 均 96.60% 125.73% 112.89%

• 来場者アンケートの結果、来場手段として「電車」と答えた方が20％
以上を占めていた。

大津港周辺でのイベント等を実施すると、公共交通機関の利用を促
進することが分かった。

浜大津アーカス売上：最大40％UP/月
駐車場利用増加：1日最大料金の撤廃
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４  実施結果 《 滞留効果 》

【③滞留効果】
・滞留行動調査や来場者アンケートにより測定 滞留者数が平常時より増加

• 滞留行動調査の結果、夜間照明を設置したことにより、利用者から大変好評を得た。

夜遅い時間でも安心・安全に楽しんでいただける可能性があり、夜間のポテンシャ
ルがあることが分かった。

• 来場者アンケート調査の結果、普段の大津港と比べて90％以上の方が「とても良
い」「良い」を選択しており、好意的な意見も多かった。

大津港周辺の夜間照明を整備することを求められていることが分かった。

• 滞留行動調査の結果、夜間照明やファ
ニチャーなどを設置したことにより、
利用者が増加するとともに、イベント
とは異なる人の流れや利用状況が見ら
れるなどの成果があった。

大津港周辺の空間を整備することで、
滞留者数の増加がみられることが分
かった。
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４  実施結果 《 事業者・参加者満足度 》

【④事業者・参加者満足度】
・来場者・事業実施者アンケートにより測定

満足度は高いものの、商業・観光機能が
弱く、許認可手続きや環境の整備が必要

• 事業実施者アンケートの結果、本社会実験に
おいて、許認可手続きの窓口を一本化したこ
とによる好意的な意見が多かった。

複雑な申請手続きを簡略化し、一括で申請で
きる仕組みの継続を希望する声が多くあり、
手続きに係る障害が大きいことがわかった。

•来場者アンケートの結果、大津港エリアの印象は良いものの、商業・観光機能の満足度が低いことが分かった一方、事業実施者アンケートの結果に
よると、今後も大津港エリアでプログラムを継続して実施したい事業者が多いことが分かった。 

大津港周辺でのにぎわいを創出するためには、商業・観光機能をさらに強化するとともに、事業者の使いやすさを重視する必要があることが分かった。
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５  実施結果（総括）
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大津港エリアに対する来場者ニーズ

◯イベントの実施だけでなく、おしゃべりや休憩ができる場所、子どもと遊べ

る場所、散歩などの場所、といった日常を過ごす場所としてのニーズもある。

大津港エリアの求められる姿

◯多くの県民や観光客が訪れる琵琶湖観光の中心、市民が多様な目的で利用で

きる場所になることが求められている。

令和５年度社会実験の成果

◯社会実験による集客効果、周辺施設等への波及効果、滞留効果、来場者の満

足度といった点では一定の成果が得られた。
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① 継続的に取り組んでいくためには、官民連携の組織構築及びまちの将来像や官民の役

割を明確化、具現化したビジョン等が必要

６ 今後の取組

県・市の役割分担のもと、できるところから実施

① イベント等の実施時における許認可手続の簡素化など施設管理者間のさらなる連携が

必要

② 恒常的なにぎわい創出に向けた環境の整備が必要

（１）今回の社会実験から見えた課題

（２）地元等からいただいた意見から見えた課題
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６ 今後の取組
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社会実験等を契機とした令和６年度以降の取組

課題項目 主な取組項目

① 官民連携の持続可能な組織
体制の構築

② 未来ビジョンの策定

（大津市）
・ 官民連携まちなか再生推進事業の実施

③ 許認可の簡素化など管理者
間のさらなる連携

（滋賀県・大津市）
・ 将来的な窓口一元化等の検討

④ 大津港公共港湾施設の機能
等の強化

（滋賀県）
・ 大津港活性化・再整備基本構想の策定
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